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人口と世帯数

人　口　7,973人（△ 8）
　男　　4,019人（△14）
　女　　3,954人（＋ 6）
世帯数　2,927世帯（＋ 2）

（　）内は前月比

（平成23年2月１日現在）

平成23年2月18日発行No.341

2月3日ながらこども園で、毎年恒例の豆まきを行い
ました。園児たちはそれぞれ手作りの鬼のお面をかぶ
り、「鬼は〜外、福は〜内」とおおきな声で豆をまきま
した。今年もたくさんの福に恵まれますように。

こども園で豆まき
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日吉・水上小学校編入統合説明会を開催しました
　１月15日に長柄町公民館で日吉小と水上小の統合説明会が保護者を対象に開催しました。
　当日は、教育委員会から統合までの経過やスクールバスの運行について、日吉小学校から統合後の学校運営について
の説明があり、その後保護者からの質疑応答となりました。
　質疑応答について主なものは、校歌とスクールバスについてでした。
【校歌について】
Q：水上小の児童の意見を聞いてほしい。
Ⓐ：児童の意見を聞きます。
Q：校歌を変えるのは4月以降か。水上小の児童は日吉小の校歌を覚え、さらに新しい校歌を覚えるのか。
Q：校歌は、水上小の時点で日吉小の校歌を練習できないか。
Ⓐ：入学式に校歌をどう扱うか協議中です。
Ⓐ：…日吉小と水上小の校歌を歌う。また、2校の校歌とも歌わず、国歌だけ歌うという案もあります。また、水上小で

日吉小の校歌の練習はできません。
【スクールバスについて】
Q：①…バスの時間の詳細は後日、連絡があるのか。
　　②…下校時刻は月によって変わるが、バスの運行は変わるのか。
　　③…部活の練習は大会が近くなるとギリギリまで行われるが、バス通の子が先に帰り、徒歩の子が後片付けをするな

ど不公平のないように配慮がほしい。
　　④…夏季休業中や休日の学校行事の日は、バスの運行はあるのか。
　　⑤…最初の時期は、学校職員が乗車してもらえるか。
Ⓐ：①…この場の意見を持ち帰り、推進委員会で正式なルートが決定次第提示します。
　　　…3月23日の試乗までには詳細な説明をします。
　　②…下校時刻は毎月変わるものではありませんが、その態様に応じて運行します。
　　③学校が配慮します。
　　④…夏季休業中は学校行事としての部活動時は運行します。プール開放時は町民バスや路線バスの活用をお願いしま

す。休日の学校行事は運行します。
　　⑤…乗車する期間については未定だが、乗車する方向で協議しています。
Q：登校班はどうなるのか。
Ⓐ：…バス停までは、登校班で行きます。現在すでに指定校変更で日吉小に通っている児童も本来の登校班に戻り班編成
したいと考えています。

Q：水上郵便局辺りにバス停は作れないか。
Ⓐ：…長柄小の児童は3〜4ｋｍ徒歩で登校している児童もいます。梅乃木荘なら2〜3ｋｍの範囲であり、水上小に登校す
るより近いので、協力願いたい。しかし、保護者から危険だからとの意見があれば、協議します。（※協議の結果
３ページのとおり決定しました。）

Q：…バス停から家庭に着くまでの時間も考慮し、下校時間の配慮がほしい。バス停まで行くと家を過ぎてしまうので、
途中下車（バス停の設置）ができないか。

Ⓐ：時間は学校とバス会社で連絡を取り、設定します。
　　…バス停は安全を考慮し停車帯を設ける必要があります。また、バスを待つあいだ屋根のある施設も必要なので応じ

られるかこの場では回答できません。
Q：辺田インフォメーションセンターは可能か。
Ⓐ：…辺田インフォメーションセンターの場合はロータリーにする必要があり、20ｍ×30ｍの用地の確保が必要なので、
可能かどうか検討します。

　この他に日吉小学校から、教育課程は現在協議中であり、PTA・学校評議員・児童会・特設クラブは新年度になって
から決定する。体操服・上履きは現在のものをそのまま使用し、名札だけは購入してほしいとの説明がありました。
　お忙しい中、ご参加くださった保護者の皆様、貴重なご意
見をありがとうございました。

水上小学校

今後の両校の行事日程は次のとおりです。
平成23年3月18日… 卒業式
… 23日… スクールバス試乗
… … 合同授業
… 24日… 修了式
… … 水上小学校閉校式
… 30日… 離任式

4月…1日… 着任式
… 5日… 始業式
… 7日… 入学式

日吉・水上小学校  統合に関する報告

問い合わせ先　教育課 学校教育班　☎35-2437
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　明治41年開校以来102年に渡る水上小学校の歴史に幕を閉じることとなりました。この間5,412名が卒業
され地域の学校として愛されてまいりました。
　当日はスライドによる「水上小のあゆみ」の発表や全校合唱が予定されています。閉校式はどなたでも
参加できます。参加ご希望の方は、上履き持参の上会場までお越しください。

日　　時　　平成23年3月24日㈭　9：30から（受付9：10から）
会　　場　　水上小学校　児童体育館
主　　催　　長柄町・長柄町立水上小学校

※…車でお越しの際は、水上小東門からグランドにお入りください。雨天の場合は体育館周辺に駐車し、で
きるだけ乗り合わせでお願いします。

水上小学校閉校式開催のお知らせ

スクールバスのルートが決定しました
１月 21日に開催された第４回日吉小水上小学校統合推進委員会において、スクールバスルートが決定しました。
１月 15日に公民館で行われた保護者説明会の中では、中学校スクールバスと同ルートとする案で説明されまし

たが、会場の皆様からいただいたご意見を参考に、委員会において「道路が狭く危険性が高い刑部三又〜水上郵便
局を回避する」ことが重要であるとのことから、新たに刑部篠網自治会を通過するルートに決定となりました。
時刻表などの詳細については、この後広報ながら 3月号及び町ホームページでお知らせします。

問い合わせ先　水上小学校　☎35-2509　教育課　学校教育班　☎35-2437

日吉・水上小学校  統合に関する報告

高山・梅乃木荘は、既設の中学校スクールバスの乗降所を利用します。
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※登下校共に同じルートで運行します。

①高山 ②梅乃木荘 ③篠網 ④旧長柄保育所
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防災行政無線操作卓の改修工事を、平成23年2月25日（金）に実施します。
工事の間は、無線放送が停止します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
なお、災害時などの町から緊急放送がある場合は、広報車などで行います。

　平成 22年中に土地等の譲渡はありませんでしたか。
　土地を他人に貸しており、不動産所得はありませんか。
　給与所得の方で、年末調整以外に申告事項はありませんか。
収入がなかった場合でも、所得証明書等（年金・各手当・町営住宅等）が必要になりませんか。

申告相談開催日は、役場で個人別に申告相談を実施しています。申告が必要かどうか、医療費控除等でわからない
こと、還付申告等で不明な点があれば申告会場で相談ください。

申告期間　3月 15日㈫まで（日程等は「広報ながら１月号」をご覧ください。）
申告場所　役場申告会場・税務署・電子申告など

ご確認
ください

所得税・住民税の確定申告が始まりました

問い合わせ先　総務課 税務班　☎35-2112

防災行政無線の放送が一時停止します

防災行政無線（戸別受信機）

電池交換及び
接続コードの確認を！

前 面 背 面

防災行政無線（戸別受信機）は、停電になると、受信機
内の乾電池に電源が自動的に切り替わるように作られてい
ます。非常時の受信に支障がないようにするため、戸別受
信機内の４本の単２乾電池は、１年に１回必ず交換してく
ださい。電池の液漏れは故障の原因となります。各型式に
おける電池ボックスの位置は記載図のとおりです。

（型式１）

（型式２） 型式１は背面下部

型式２は前面左側

問い合わせ先　総務課 総務企画班　☎35-2111

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント　―3つの習慣・4つの対策―

統一標語『消したかな』あなたを守る　合言葉

3つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○…寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
○…お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

　平成23年春季全国火災予防運動が、3月1日㈫から3月7日㈪まで全国一斉に実施されます。皆様のご家庭で
も火の取り扱いに十分注意してください。

長生郡市消防本部からのお願い
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問い合わせ先　広域市町村圏組合 環境衛生課　☎23-4944　事業課 地域整備班　☎35-2114

　保健所で引取った犬・ねこは、一部を除いて致死処分されることとなります。
　まずは、新しい飼い主探しの方法やしつけの問題の解決などについて、保健所又は動物愛護センターにご相
談ください。
　引取を依頼する前に飼い主としての責任をはたしましょう。

○新しい飼い主を探しましょう
　動物愛護センターで開催する「飼い主さがしの会」や㈶千葉県動物保護管理協会（http://www.c-animai.
jp/index.html）の「新しい飼い主紹介」を利用してください。
　また、長生健康福祉センター（保健所）では定期的に「犬・ねことの出会いの場」を開催しています。開催
日時については、長生健康福祉センターまでお問い合わせください。

○飼えなくなった動物を捨てないでください
　飼っていた動物を野に放すのは絶対にやめてください。
　「動物の愛護及び管理に関する法律」により動物の虐待・遺棄が禁止されています。
　動物をみだりに殺したり傷つけると１年以下の懲役又は 100万円以下の罰金。動物を虐待・遺棄すると 50万
円以下の罰金が科せられます。

ゴミ集積所の管理は、地域の自治会や地区会で維持管理しています。
不法投棄等されないように、集積所はきれいに管理しましょう！
また、ゴミを出す際には、各家庭に配布されている「ゴミと資源の分け方・出し方（ゴミ
カレンダー）」をよく見て正しく分別し、業者が収集しやすいように、ゴミ出しのマナーを
守って頂けるようご協力をお願いします。

　町では町営住宅の入居者を募集しています。入居を希望される方は事業課地域整備班までお問い合
わせください。
　ただし、次の基準をすべて満たした方に限ります。
【平成 22年度町営住宅入居基準】
○ 日本国籍を有する方、又は外国人で在留期間が 1年以上の在留資格を有し、かつ千葉県内の市町村
に外国人登録をされている方

○現に同居し、又は同居しようとする親族が居ること。
○住宅に困窮していることが明らかなこと。
○税金の滞納が無いこと。
○連帯保証人が、長柄町内に在住の方
○本人又は同居しようとする親族が暴力団員でないこと。
○収入者の収入の合計が次の基準にあること。

区　　分 収入の基準
一　般　階　層 月収額　158,000円以下
裁　量　階　層 月収額　214,000円以下

※裁量階層とは高齢者世帯や障害者、未就学児童のいる世帯です。
月収計算式 :（年間所得金額　－　控除額合計）÷　12　=　月収額

問い合わせ先　長生健康福祉センター(保健所)　☎22-5167　千葉県動物愛護センター　☎93-5711

犬・ねこの引取りを依頼する前に

～ゴミ集積所はきれいにしましょう～

問い合わせ先　事業課　地域整備班　☎35-2114

町営住宅入居者募集について
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第 60 回 “社会を明るくする運動” 作文・標語コンテスト表彰

　社会を明るくする運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　次代を担う青少年に、日常の家庭生活、学校生活の中で、非行問題等に関して日ごろ考えていることや体験
したことを通して、本運動に対する理解を深めてもらうことを目的としてこのコンテストが実施されました。
　町内各小中学生から作文135点、標語328点の応募があり、「社会を明るくする運動」長柄町実施委員会で審
査の結果、次の１０名の児童・生徒が入賞しました。
　また、作文の部の入賞作品を千葉県作文コンテストへ推薦したところ、長柄小5年奥山雅月さんの作品が千
葉県ＢＢＳ連盟会長賞を受賞されました。
　なお、受賞した作文の中から最優秀作品２点と千葉県作文コンテスト入選作品を掲載しますのでご覧ください。

【作文の部】

【標語の部】

区　　　分 氏　　…名 学校名 学年 題　　　　　　名

小学校

最優秀賞 大岩　加奈 水上小 ６年 お年寄りも元気な町に

優…秀…賞
梶　　歩実 日吉小 ５年 大切な事

奥山　雅月 長柄小 ５年 身近にあった大きな命の大切さ

中学校
最優秀賞 渡邉　莉玖 長柄中 ３年 社会が明るくなるために

優…秀…賞 大和あかり 長柄中 １年 社会を明るくするために

区　　　　分 氏　　名 学校名 学年 標　　　　　　語

小学校

最優秀賞 白井　美咲 長柄小 ６年 おはようは　今日が始まる　合言葉

優…秀…賞
前田　健祥 日吉小 ６年 ありがとう　その一言で　いいんだよ

大田あづさ 水上小 ６年 地域の輪　声かけあって　広めよう

中学校
最優秀賞 瀬尾　友梨 長柄中 ３年 咲かせよう　笑顔の花を　また一つ

優…秀…賞 徳永　　望 長柄中 ２年 一言を　かけて広げる　地域の輪
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の
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
も
い

て
、
百
才
の
方
も
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
割
合
は
毎
年
増

加
し
て
い
て
、
今
後
も
増
え
て
い
く
そ
う

で
す
。

　

学
校
か
ら
の
帰
り
道
や
、
友
達
の
家
で

遊
ん
で
帰
る
と
き
な
ど
に
私
が
見
か
け
る

の
は
、
お
年
寄
り
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

想
像
し
て
い
た
と
お
り
の
結
果
で
し
た
。

　

次
に
、
「
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
町
が

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。
町
で
は
、
「
訪
問
歯
科
治

り
ょ
う
」
「
き
ん
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設

置
」
「
運
動
指
導
教
室
」
な
ど
、
お
年
寄

り
に
対
し
て
多
く
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
特
に
私
が
一

番
重
要
だ
と
思
っ
た
も
の
は
、
「
高
れ
い

者
の
自
宅
訪
問
」
で
す
。
こ
れ
は
、
一
人

暮
ら
し
や
二
人
暮
ら
し
の
高
れ
い
者
を
役

場
の
職
員
が
自
宅
訪
問
し
て
、
生
活
の
様

子
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
私
は
最
近
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
な

く
な
っ
て
、
何
日
も
た
っ
て
か
ら
発
見
さ

れ
た
と
い
う
事
件
を
よ
く
見
ま
す
。
そ
の

様
な
こ
と
を
な
く
す
た
め
に
は
、
お
年
寄

り
の
健
康
状
態
を
確
に
ん
し
た
り
、
簡
単

な
お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
町
役
場
で
調
査
し
た
結
果
か
ら

「
明
る
い
社
会
づ
く
り
」
を
目
指
す
に

は
、
「
お
年
寄
り
を
元
気
に
す
る
」
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い

る
町
に
は
お
年
寄
り
の
方
が
た
く
さ
ん
い

て
、
町
役
場
が
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
多
く
の
費
用
が
必

要
で
、
役
場
の
職
員
数
も
少
な
い
こ
と
か

ら
、
「
お
年
寄
り
を
元
気
に
す
る
」
た
め

に
は
、
地
域
住
民
の
み
ん
な
の
協
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一
人
暮
ら

し
の
方
が
近
く
に
い
れ
ば
、
注
意
し
て
見

守
り
、
訪
問
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
お

年
寄
り
の
方
は
笑
顔
に
な
り
、
元
気
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
で
き
る
こ
と
は
、
登
下
校
の
時
お

会
い
す
る
お
年
寄
り
の
方
々
に
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
の
私
は
、
は
ず
か
し
く
て
、
自

分
か
ら
お
年
寄
り
の
方
に
あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

お
年
寄
り
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
る

と
、
小
さ
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
返
す
だ
け

で
し
た
。
で
も
、
こ
の
調
査
を
と
お
し

て
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
か
ら
笑
顔
で
あ
い

さ
つ
を
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
お

年
寄
り
の
方
の
笑
顔
を
、
た
く
さ
ん
み
て

い
き
た
い
で
す
。

社
会
が
明
る
く
な
る
た
め
に

　
　
長
柄
中
学
校
　
三
年
　
渡
邉
　
莉
玖

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
、
「
こ
ん

に
ち
は
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
私
が
普

段
使
っ
て
い
る
あ
い
さ
つ
は
、
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
登
下
校
の
時
に

会
っ
た
地
域
の
人
や
家
族
、
学
校
で
会
う

友
達
や
先
生
・
先
輩
・
後
輩
な
ど
あ
い
さ

つ
を
す
る
場
面
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
の
心
を
つ

な
ぐ
大
切
な
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
意
識
し

て
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
中
学
生
に
な
り
、

意
識
し
て
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
気
よ
く
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
し
た
方
も
さ

れ
た
方
も
す
ご
く
良
い
気
持
ち
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
私
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
言
っ
て
、
返
事
が
返
っ
て
く
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
あ
い
さ
つ
は
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
一
番
身
近
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
一
人
一
人
が
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
よ
く
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
す
。
殺

人
・
飲
酒
運
転
・
麻
薬
の
常
習
・
万
引
き

や
、
未
成
年
者
の
飲
酒
・
た
ば
こ
な
ど
犯

罪
や
非
行
が
昔
か
ら
比
べ
る
と
、
増
え
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
悪
い

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
の
は
、
と
て
も
悲
し
い

こ
と
で
す
。
犯
罪
や
非
行
は
絶
対
に
減
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
自
分
で
犯
罪
を
行
う
こ

と
は
、
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
私
は
、
善
悪
の
判
断
を
き
ち
ん
と
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
ま
わ
り
に

非
行
に
走
り
そ
う
な
人
が
い
た
ら
、
注
意

し
、
未
然
に
防
ぐ
事
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
を
全
部
な
く
す

こ
と
は
、
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
こ
う
い
う
活
動
を
し
、
少
し
ず
つ
で

も
良
い
の
で
、
減
ら
せ
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
注
意
す
る
事
で
、
悪
い

事
に
手
を
染
め
る
前
に
、
助
け
ら
れ
る
人
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も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
苦
し
ん
だ

り
、
ま
わ
り
の
人
が
悲
し
む
姿
を
見
な
い

で
済
む
と
思
い
ま
す
。
人
は
、
み
ん
な
一

人
一
人
が
助
け
合
っ
て
、
生
活
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
は
、

一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
友
達

や
、
家
族
・
地
域
の
人
・
そ
の
他
支
え
て

く
れ
る
人
を
大
切
に
し
て
、
生
活
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
自
分
が
困
っ
て
助
け
て
も
ら
い

た
い
時
、
声
を
か
け
て
来
て
く
れ
て
助
け

て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て

い
る
事
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
人

は
、
み
ん
な
助
け
て
も
ら
っ
た
時
、
「
あ

り
が
と
う
。
」
と
言
う
事
で
し
ょ
う
。
こ

の
「
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う
言
葉
は
、

人
の
心
を
温
か
く
、
幸
せ
に
し
て
く
れ
る

良
い
言
葉
だ
と
私
は
、
思
い
ま
す
。
私

は
、
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
持
っ
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
、

元
気
よ
く
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

事
、
自
分
の
ま
わ
り
の
人
を
大
切
に
す
る

事
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
事
を
忘
れ
ず

に
心
が
け
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

身
近
に
あ
っ
た
大
き
な
命
の
大
切
さ

　
　
長
柄
小
学
校
　
五
年
　
奥
山
　
雅
月

　

私
の
家
の
近
く
に
は
、
馬
、
ヤ
ギ
、
ウ

サ
ギ
、
ネ
コ
の
い
る
牧
場
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
、
そ
の
牧
場
に
二
匹
の
兄
弟
犬

が
つ
な
が
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
寒
い

冬
の
日
で
し
た
。

　

最
初
は
、
保
護
し
て
飼
い
主
を
探
す
つ

も
り
で
し
た
が
飼
い
主
が
現
れ
な
い
ほ
ど

大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
牧
場
で

飼
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
っ
た
の
は
、
牧
場
の
人
の
愛
情
や
優

し
さ
に
支
え
ら
れ
て
幸
せ
に
育
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
二
匹
が
キ
ラ
キ
ラ
目
を

光
ら
せ
る
す
が
た
を
見
る
と
、
い
つ
も
心

が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
す
。
今
、
み
ん
な

が
こ
ん
な
あ
た
た
か
い
心
を
持
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
心
が
前
向
き
に
な
れ
る
話

が
あ
り
ま
す
。
牧
場
の
ウ
サ
ギ
に
子
供
が

産
ま
れ
ま
し
た
。
六
羽
の
か
わ
い
い
ウ
サ

ギ
で
す
。
産
ま
れ
て
か
ら
二
か
月
、
と
っ

て
も
元
気
な
子
ウ
サ
ギ
に
な
っ
た
こ
ろ
、

一
羽
の
子
ウ
サ
ギ
が
父
の
知
り
合
い
に
も

ら
わ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
小
さ
な
事
で

も
、
「
大
丈
夫
か
な
。
」
と
心
配
し
て
く

れ
る
と
て
も
良
い
飼
い
主
さ
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
た
ち
、
馬
を
見
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
に
子
ウ
サ
ギ
を
紹

介
す
る
と
、
「
今
、
飼
っ
て
い
る
ウ
サ
ギ

が
一
羽
で
、
か
わ
い
そ
う
だ
。
」
と
言
っ

て
、
飼
っ
て
く
れ
る
事
に
決
ま
り
ま
し

た
。
私
は
、
一
羽
へ
っ
て
さ
み
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
の
愛
情
を
も

ら
っ
て
こ
れ
か
ら
育
っ
て
い
く
ウ
サ
ギ
に

と
っ
て
は
幸
せ
な
の
か
な
、
と
思
い
ま
し

た
。

　

残
っ
た
四
羽
の
ウ
サ
ギ
が
す
く
す
く
育

ち
、
ジ
ャ
ン
プ
す
る
力
も
母
ウ
サ
ギ
に
負

け
な
い
位
に
な
っ
た
こ
ろ
、
牧
場
へ
行

く
と
子
ウ
サ
ギ
が
一
羽
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
母
に
「
ど
う
し
た
の
。
」
と
聞
く
と

「
四
羽
と
も
一
緒
に
引
き
と
ら
れ
た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
な
ん
と
老

人
ホ
ー
ム
で
し
た
。
「
さ
み
し
く
な
っ
た

け
れ
ど
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
達

の
心
を
い
や
し
て
、
あ
た
た
か
く
し
て
く

れ
れ
ば
良
い
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

優
し
い
心
に
支
え
ら
れ
て
大
き
く
育
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

最
近
は
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で

す
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
作
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
が
学
校
の
宿
泊
校
外
学
習
で
体
験
し

た
、
心
が
あ
た
た
か
く
な
る
話
で
す
。

　

入
所
式
で
一
人
、
友
達
が
貧
血
で
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
倒
れ
た
時
に
、
く
ち

び
る
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
、
病
院
に
行

く
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
午
前
中

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
と
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
は
、
参
加
で
き
な
い
事
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
午
後
の
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
は

参
加
で
き
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
か
ら
も
ど
っ
て
来
た
友
達
に
「
大

丈
夫
な
の
。
」
「
い
た
く
な
い
の
。
」
と

心
配
し
て
い
る
子
や
、
「
午
後
の
活
動

は
、
午
前
の
分
を
取
り
も
ど
す
く
ら
い
楽

し
も
う
。
」
と
は
げ
ま
す
子
も
い
ま
し

た
。
「
あ
り
が
と
う
、
大
丈
夫
。
」
と

言
っ
て
な
み
だ
を
流
す
友
達
を
見
て
、

「
ど
う
し
た
の
。
」
と
聞
く
と
、
「
み
ん

な
が
心
配
し
て
く
れ
て
う
れ
し
く
て
泣
い

て
る
の
。
」
と
言
っ
て
、
少
し
笑
い
ま
し

た
。
私
は
心
が
じ
ん
と
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
で
は
、
み
ん
な
と
同

じ
よ
う
に
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
少

し
き
ず
が
痛
む
た
め
、
ロ
ウ
を
と
か
す

火
に
あ
ま
り
近
づ
け
な
い
の
で
、
み
ん
な

心
配
し
て
、
「
大
丈
夫
。
」
「
痛
く
な

い
。
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
け
が

を
し
て
し
ま
っ
た
友
達
は
「
あ
り
が
と

う
。
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
言
い
ま
し

た
。

　

夜
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
の
各
グ

ル
ー
プ
の
出
し
物
で
、
私
と
そ
の
友
達
は

同
じ
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
シ
ン
デ
レ
ラ

役
の
そ
の
友
達
は
、
き
ん
張
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
に
支
え

ら
れ
て
や
り
き
り
ま
し
た
。

　

け
が
を
し
て
し
ま
い
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
け
れ
ど
、
楽
し
い
宿
泊
校
外
学
習
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
し
て
、
帰
り
の
会
で
う

れ
し
か
っ
た
事
を
入
れ
る
ポ
ス
ト
に
、
友

達
か
ら
の
手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
内

容
は
、
み
ん
な
が
宿
泊
校
外
学
習
で
心
配

し
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う

も
の
で
し
た
。
け
が
を
し
て
午
前
の
活
動

が
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
分
み
ん

な
が
助
け
て
く
れ
た
の
で
、
午
後
の
活
動

に
出
ら
れ
て
良
い
思
い
出
が
で
き
た
そ
う

で
す
。
そ
う
言
わ
れ
て
心
が
と
て
も
あ
た

た
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
お
話
が
積
み
重
な
っ

て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
事
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
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　改正農地法の施行による標準小作料制度が廃止されたことに伴い、農地法及び農業経営基盤強化促進法に
より締結（公告）された賃貸借における実勢について、お知らせします。
※　実際に契約する際は、当事者間で十分、協議をした上で賃借料を決定してください。

･ データ数は、集計に用いた筆数です。
･金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位にしています。

（平成 22年１月〜 12月：金額は 10アール当たり）

農地の区分 平均額 最高額 最低額 データ数 備考

田
基盤整備地域 9,600円 14,700円 3,500円 14

未 整 備 地 域 10,500円 14,000円 6,900円 …2

畑 12,900円 15,000円 5,000円 13
※この賃借料は特殊な事業に
　…伴う契約が含まれています。

長柄町農地賃借料情報

問い合わせ先　農業委員会　☎35-4447

農作業別労働賃金及び機械による農作業料金額は次のとおりです。
作業区分 基本料金 備考

田　 植　・　 稲　 刈…　　… 男 女 共 7,000円 1日当り 8時間
畑　・　 一　 般　 作　 業　 男 女 共 6,000円 〃

耕　　耘　　機
耕……　　起 7,000円 10a 当り
代　か　き 6,000円 〃

ト　ラ　ク　タ　ー
耕……　　起 6,000円 〃
代　か　き 6,000円 〃

畦 　 　 　 　 　 塗 　 　 　 　 　 り 5,000円 100m当り
田 　 　 　 　 　 植 　 　 　 　 　 機 7,000円 10a 当り
コ　　 ン　　 バ　　 イ　　 ン 16,000円 〃
刈 取 ・ 脱 穀 （ 運 搬 費 ） 1,000円
乾　　　 燥　　　 調　　　 整 2,300円 60Kg当り
育 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 苗 800円 1箱当り

　全国農業新聞は農業委員会系統組織が皆様の立場に立って中央・地方
の情勢、営農や暮らしの情報を提供しています。ぜひ、購読のお申込を！
申　込：農業委員会事務局
発　行：東京都千代田区二番町 9-8
　　　　全国農業会議所　

発行日：毎週金曜日
購読料：1か月 600円
　　　　年間 7,200円（税込み）

全国農業
新聞を
読みましょう！

（平成 21年１月〜 12月：金額は 10アール当たり）

農地の区分 平均額 最高額 最低額 データ数 備考

田
基盤整備地域 11,300円 13,300円 4,500円 27

未 整 備 地 域 15,500円 18,500円 12,600円 2

畑 28,800円 30,000円 19,000円 15
※この賃借料は特殊な事業に
　…伴う契約が含まれています。

問い合わせ先　農業委員会　☎35-4447
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事　業　名 日　程 時　間 対象者 場　所
講演会・ヘルスアップ

教室閉講式 3月7日㈪ 10:00〜11:30
(受付時間9:30〜10:00)

町内在住の方
(詳細は下記をご覧ください。）

役場2Ｆ
ミニホール

ポリオ 3月15日㈫ 受付時間13:30~14:00
平成15年9月14日生まれ
（7歳6か月未満）から
平成22年11月9日生まれの方

保健センター
乳児相談 3月24日㈭

生後4か月児
受付時間13:30~13:45

平成　22年11月生まれの方
＜生後4か月児＞　
平成　22年8月生まれの方
＜生後7か月児＞
平成　22年3月生まれの方
＜生後12か月児＞
※その他希望者（生後13か月以内の方）

生後7か月児、12か月児
受付時間14:15~14:30

3 月の保健・栄養事業のお知らせ

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

　長柄町ヘルスアップ教室の閉講式と合わせた、講演会を開催します。講師には健康医学を実践されてこ
られた、医学博士でエアロビクスクリニック院長・清水正比古先生を迎えて行われます。
　本講演会は無料でどなたでも聴講することができますのでお気軽に参加ください。

日　時：平成 23年 3月 7日㈪　10：00〜（受付 9：30〜）
会　場：役場　2階　ミニホール
演　題：「健康状態も人生設計」
申　込：事前に申し込みをお願いします。

  講演会を開催します！ 無料で聴講
できます！

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113　健康福祉班　☎35-2414

平成 23年度長柄町国民健康保険特定健康診査（予定）
来年度の特定健康診査（集団健診）は 5月 18日㈬〜 5月 25日㈬です、健康管理のためにも
年 1回の特定健康診査は必ず受診しましょう！

〜受診券・問診票等は４月上旬にお手元へ届く予定です〜

　平成23年3月7日から新しい事務所で業務を行います。
　所在地及び電話番号が新しくなりますので、ご注意ください。
所 在 地　263-0016　千葉市稲毛区天台6丁目4番3号　国保会館内
保険料・被保険者の資格について
　　　　　資格保険料課　☎043-308-6768（変更はありません）
医療の給付などについて
　　　　　給付管理課　☎043-216-5013
制度の運営・広報・議会について
　　　　　総　務　課　☎043-216-5011
土曜・日曜・休日・年末年始を除く　午前9時から午後5時まで
FAX　043-206-0085　ホームページ　http//www.kouiki-chiba.jp/

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113

千葉県後期高齢者医療広域連合の事務所が
移転します
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★★3月の行事★★
　　◆いっしょに遊ぼう… 第 1・3水曜日… （10：00〜 11：00）
　　◆リトミック教室… 第 2・4金曜日… （10：00〜 11：00）
　　◆おはなし広場… 第 4水曜日… （10：00〜 11：00）
　　◆身体計測… 3月 3日㈭… （ 9：00〜 16：00）
　… … ※体験入園（10：00〜 11：00）の間は身体計測
… … 　できませんので、ご了承ください。
　　◆体験入園… 3月 3日㈭… （10：00〜 11：00）
… 　（ひなまつりの集い）
　　◆母子健康・栄養相談… 3月 3日㈭… （13：00〜 15：00）
… … 保健師・栄養士がご相談を受けます。
　　★★随時受付しています★★
　　◆あそびの広場… 月〜金曜日　（9：00〜 16：00）
　　◆育児相談… 月〜金曜日　（9：00〜 15：00）
　　◆一時保育… 月〜金曜日　（8：30〜 17：00）※ 2週間前までにご予約ください。
… … … … … …◇『あそび広場って何？』
　あそびの広場である支援室、そして園庭は、お子さんと安心して遊べて、くつろげる空間です。
　お子さんの発達を促し、楽しく遊べる玩具も充実しています。
　親子で、そして同じ子育て中のママと楽しく過ごしてみませんか。

◇支援センターは、妊婦さん・子育て中のみなさんの応援団、ぜひ遊びに来てくださいね。
　　…ママ友を作り、子育てを一緒に楽しみましょう！！
　　　　「支援センターだより」を発行しています。役場・公民館に置いてありますのでご覧ください。

ながらこども園　子育て支援センターカレンダー3月

問い合わせ先　住民課　健康福祉班　ながらこども園　☎35-3102

日…sun 月…mon 火…tue 水…wed 木…thu 金…fri 土…sat
1 2 3 4 5

いっしょに遊ぼう

6 7 8 9 10 11 12

リトミック教室

13 14 15 16 17 18 19

いっしょに遊ぼう

20 21 22 23 24 25 26

春分の日 おはなし広場 リトミック教室

27 28 29 30 31

体験入園
（ひなまつりの集い）

身体計測
母子健康・栄養相談

※４月の行事予定は、３月発行の広報でお知らせします。
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町議会
だよりながら

編 集 長柄町議会報編集委員会

第 4 回定例会
　定例会で決まったこと……………………………………………………………… 12〜13ページ
　一般質問（6名）……………………………………………………………………… 13〜16ページ
第 2 回臨時会
　臨時会で決まったこと……………………………………………………………………… 17ページ

主 な 内 容

第 4 回　定 例 会
　平成22年第4回議会定例会は、12月15日から17日までの3日間を会期として開催されました。
　提出された議案等は、議案5件、発議案2件ですが、すべて原案のとおり可決されました。
　また、第3回議会定例会において各常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となっていた平成21年度の各会計の
決算についても認定されました。

補正予算
一般会計補正予算（第5号）

　歳入歳出予算の総額に3,149万2千円を増額し、総額は30億2,248万5千円です。
　主な内容は、長生郡市広域市町村圏組合負担金の増、障害程度区分認定審査会負担金の増、基幹町道整備工事費
の増、中山間地域等直接支払い交付金の追加、日吉小学校改修工事費の追加によるものです。

介護保険特別会計補正予算（第２号）
　高額介護サービス費の増によるもので、250万円を増額し、予算総額は5億9,322万5千円です。

推　薦
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

　人権擁護委員の木村君子氏（山根）が3月31日で任期満了となるため、町長から再任の推薦があり、議会で審議

の結果、適任と認められました。

平成21年度決算を認定
　第3回定例会において、各常任委員会に付託されていた、平成21年度一般会計並びに各特別会計の歳入歳出決算

について、10月22日に常任委員会を開催し、書類審査及び主要事業成果の現地調査を行ないました。

　審査の結果、意見を付して認定するとの各委員長から報告があり、その後、報告に対しての質疑が行われ、討

論・採決の結果、各会計とも認定することに決まりました。
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問
中
学
校
に
自
転
車
通
学
し
て
い

る
生
徒
の
中
に
は
、
平
日
は
も

と
よ
り
休
日
も
部
活
動
で
全
力

で
汗
を
流
し
、
な
お
か
つ
勉
強

も
怠
る
こ
と
は
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
中
学
生
の
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
使
用
に
つ

い
て
許
可
頂
け
る
か
伺
い
た
い
。

答
こ
の
問
題
は
、
校
長
が
決
定
権

を
持
っ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

保
護
者
や
生
徒
か
ら
使
用
許
可

に
つ
い
て
は
要
望
は
な
い
。

　
　

今
後
は
、
要
望
が
出
て
き
た

ら
校
長
の
判
断
に
よ
り
個
々
に

対
応
し
た
い
。

問
農
産
物
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
に

基
づ
い
て
、
協
議
会
の
設
置
の

是
非
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
の
協
議

会
設
置
に
つ
い
て
は
、「
鳥
獣

に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係

る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定

さ
れ
、
国
の
基
本
方
針
及
び
県

の
鳥
獣
対
策
推
進
方
針
に
沿
っ

て
、
本
町
で
も
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
を
作
成
し
た
。

　
　

鳥
獣
被
害
か
ら
農
産
物
を
守

る
た
め
の
被
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
、「
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
市
町
村
が
知
事
の

許
可
を
得
て
行
な
う
捕
獲
と

「
わ
な
猟
免
許
」
を
有
す
る
者

が
狩
猟
登
録
し
、
捕
獲
を
行
な

い
駆
除
す
る
方
法
が
あ
る
。

　
　

今
後
は
、
議
員
の
提
案
の
と

お
り
猟
友
会
・
農
業
団
体
な
ど

の
代
表
者
で
構
成
す
る
対
策
協

議
会
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て

発　議　案
議員定数14人から12人へ

３常任委員会を２常任委員会へ
　長柄町議会の議員の定数を定める条例及び長柄町議会委員会条例の一部を改正す
る条例を全会一致で可決
　本町の議会議員の定数は14人と定めていますが、議会改革のため議会議員定数等検討特別委員会を設置し、検討

した結果、議員定数を2人削減することとし、これに伴い長柄町議会の議員の定数を定める条例及び長柄町議会委

員会条例の一部を改正する旨の発議案が提出され、全会一致で可決しました。

　※改正後の定数は次回の一般選挙（平成23年7月執行予定）から適用されます。

12月定例会の審議結果一覧表
議案番号 件　　　　名 審…議…結…果

議案第１号 長柄町立小学校設置条例及び長柄町学校給食センター設置条例の一部を改正する
条例 原案可決 賛成多数

議案第２号 長生郡市広域市町村圏組合規約の変更に関する協議について 原案可決 全会一致

議案第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案可決 全会一致

議案第４号 平成22年度一般会計補正予算（第5号） 原案可決 全会一致

議案第５号 平成22年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決 賛成多数

平成21年度決算認定（委員長報告） 認　　定 全会一致

発議案第1号 長柄町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致

発議案第2号 長柄町議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致

関
　
民
之
輔 

議
員

中
学
生
の
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
の
使
用
許
可

に
つ
い
て 一

　
般
　
質
　
問

議
員
６
名
が
町
政
を
問
う

農
産
物
を
鳥
獣
被
害
か

ら
守
る
た
め
の
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
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き
た
事
業
も
引
き
続
き
推
進

し
、
効
率
的
な
被
害
防
止
対
策

の
実
施
や
捕
獲
し
た
鳥
獣
等
の

利
活
用
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
茂
原
市
大
沢
と
市
原
市
金
剛
地

に
ま
た
が
る
南
千
葉
サ
ー
キ
ッ

ト
か
ら
発
せ
ら
れ
る
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
タ
イ
ヤ
の
摩
擦
音
は

大
変
な
騒
音
と
な
っ
て
お
り
、

近
隣
住
民
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
騒
音
対
策
に
つ
い
て

何
度
か
話
し
合
い
の
場
を
設
け

対
応
し
た
が
、
さ
ら
に
サ
ー

キ
ッ
ト
場
の
規
模
を
拡
大
す
る

計
画
が
あ
る
と
聞
い
た
。

　
　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
近
隣
市
に
対
し
て
騒
音

対
策
を
し
っ
か
り
や
る
よ
う
に

要
望
で
き
な
い
の
か
伺
い
た

い
。

答
南
千
葉
サ
ー
キ
ッ
ト
の
騒
音
に

つ
い
て
は
、
近
年
、
こ
の
よ
う

な
サ
ー
キ
ッ
ト
場
が
全
国
的
に

も
、
そ
の
周
辺
に
お
け
る
騒
音

問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

　
　

こ
の
サ
ー
キ
ッ
ト
場
は
市
原

市
や
茂
原
市
と
の
行
政
界
に
あ

り
、
長
柄
ふ
る
さ
と
村
や
上
野

自
治
会
等
の
住
民
の
方
々
に
影

響
が
あ
り
、
今
後
は
サ
ー
キ
ッ

ト
場
の
あ
る
市
原
市
を
は
じ
め

茂
原
市
、
さ
ら
に
は
県
当
局
に

対
し
て
強
く
申
し
入
れ
る
こ
と

と
し
た
い
。

問
こ
ど
も
た
ち
が
暑
い
夏
で
も
良

い
環
境
で
勉
強
が
で
き
る
よ
う

に
冷
房
設
備
の
設
置
を
考
え
る

時
期
が
来
て
い
る
と
思
う
が
、

す
ぐ
に
設
備
を
設
置
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
今

か
ら
計
画
を
た
て
て
い
っ
た
ら

ど
う
か
と
思
う
が
、
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
昨
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑

で
あ
り
、
小
中
学
校
で
は
様
々

な
工
夫
を
し
て
暑
さ
を
し
の
い

で
授
業
を
行
な
っ
た
。

　
　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
学

校
現
場
か
ら
は
普
通
教
室
に
扇

風
機
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
い

う
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
現

状
を
踏
ま
え
、
来
年
度
事
業
で

各
小
中
学
校
に
一
教
室
２
基
の

扇
風
機
設
置
の
予
算
を
要
求
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

問
① 

乳
幼
児
の
任
意
予
防
接
種
と

し
て
、
乳
幼
児
向
け
の
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
が
あ
る
が
、
こ
の
ふ
た

つ
の
ワ
ク
チ
ン
は
乳
幼
児
か

ら
こ
ど
も
に
多
い
「
髄
膜
炎
」

の
予
防
に
有
効
と
さ
れ
て
い

る
が
、
接
種
費
用
の
一
部
を

町
で
助
成
で
き
な
い
の
か
伺

い
た
い
。

　

② 
高
齢
者
の
肺
炎
を
予
防
す
る

た
め
に
有
効
な
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
一
部

を
町
で
助
成
で
き
な
い
の
か

伺
い
た
い
。

答
① 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て
は
、
本
町
で
も

検
討
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
国
は
平
成
22
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
「
子
宮
け
い

が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急

促
進
臨
時
特
例
交
付
金
」
を

創
設
、
本
年
度
内
か
ら
市
町

村
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を

財
政
的
に
支
援
す
る
と
し
て

い
る
。

　
　

 　

こ
の
よ
う
な
状
況
も
あ

り
、
本
町
で
は
今
後
の
国
の

展
開
を
注
視
し
な
が
ら
、
年

度
内
実
施
も
念
頭
に
置
き
、

事
業
内
容
・
実
施
時
期
の
決

定
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

② 

現
在
、
低
所
得
者
及
び
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
一
部
助
成
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
に
つ
い
て
は
計
画
し
て
い

な
い
が
、
接
種
効
果
は
期
待

で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
課
題
と
し
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
営
利
目
的
で
は
な
く
、
町
民
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て

運
行
さ
れ
て
い
る
町
民
バ
ス
で

あ
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
運
行
さ

れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
運
行
し
て
い
な
い
地
域
に
つ
い

て
は
、
そ
の
例
と
し
て
「
交
通

手
段
が
既
に
あ
る
地
域
」、
い

わ
ゆ
る
路
線
バ
ス
が
通
っ
て
い

る
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

具
体
的
に
は
、
小
湊
鉄
道
の

茂
原
駅
―
大
津
倉
間
の
ル
ー
ト

上
に
あ
た
る
榎
本
・
小
榎
本
・

徳
増
・
長
富
な
ど
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

　
　

こ
の
地
域
に
は
事
業
導
入
当

初
の
平
成
13
年
・
14
年
の
二
年

間
運
行
し
て
い
た
が
、
実
際
の

利
用
者
人
数
が
１
週
間
に
１
人

未
満
、
１
年
間
で
50
人
足
ら
ず

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
利
用
率

の
実
態
か
ら
、
見
直
し
の
対
象

と
な
り
「
路
線
バ
ス
検
討
委
員

会
」
で
協
議
い
た
だ
き
、
結
果

と
し
て
平
成
14
年
度
を
も
っ
て

廃
止
し
た
。

　
　

経
過
や
背
景
は
地
域
に
よ
っ

て
様
々
違
い
は
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
も
常
に
町
民
の
声
、
利
用

者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
効
率
的
な
運
行

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

吉
原
　
成 
議
員

南
千
葉
サ
ー
キ
ッ
ト
の

騒
音
対
策
に
つ
い
て

月
岡
　
清
孝 

議
員

任
意
予
防
接
種
の
助
成

事
業
に
つ
い
て

小
中
学
校
教
室
の
暑
さ

対
策
に
つ
い
て

町
民
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
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問
圃
場
整
備
さ
れ
て
い
る
農
地

（
水
田
）
の
耕
作
放
棄
地
と
休

耕
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
が
、
町
は
、
荒
廃
し
た
農

地
を
減
ら
す
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

答
一
度
荒
廃
化
し
て
し
ま
っ
た
農

地
を
再
活
用
す
る
に
は
、
大
変

難
し
く
、
対
策
に
も
苦
慮
し
て

い
る
。

　
　

昨
年
５
月
に
耕
作
放
棄
地
の

対
策
と
し
て
、
議
会
・
農
業
委

員
会
・
千
葉
県
・
Ｊ
Ａ
長
生
・

町
内
４
営
農
組
合
で
構
成
す
る

町
地
域
農
業
推
進
協
議
会
を
設

立
し
た
。

　
　

こ
の
協
議
会
で
は
、
地
域
の

大
切
な
資
源
で
あ
る
農
地
の
有

効
利
用
を
図
り
、
耕
作
放
棄
地

の
再
生
利
用
と
引
き
受
け
手
が

な
く
、
荒
廃
し
た
農
地
を
再
生

し
、
土
づ
く
り
か
ら
作
付
け
・

加
工
・
販
売
の
試
行
、
更
に
は

再
生
農
地
で
利
用
す
る
農
業
機

械
・
農
業
施
設
の
整
備
を
図
る

も
の
と
し
た
い
。

　
　

ま
た
、
平
成
22
年
度
・
23
年

度
と
２
年
間
で
耕
作
放
棄
地
に

係
る
実
態
調
査
を
行
な
い
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
荒
廃
し
た
耕

作
放
棄
地
の
意
向
調
査
を
行
な

い
、
具
体
的
な
再
生
計
画
を
整

え
、
再
生
農
地
の
利
活
用
対
策

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
① 

町
の
水
田
圃
場
整
備
事
業
の

実
施
総
面
積
は
い
く
ら
か
。

現
在
、
圃
場
整
備
費
を
支
払

い
し
て
い
る
農
家
の
面
積
は

ど
の
位
あ
り
、
年
額
で
ど
の

位
な
の
か
。

　
　

 　

ま
た
、
借
入
金
の
利
息
は

い
く
ら
な
の
か
伺
い
た
い
。

　

② 

農
業
活
性
化
と
し
て
、
町
も

営
農
組
合
を
立
ち
上
げ
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
へ

補
助
金
等
を
ど
の
位
交
付
し

た
の
か
。

　
　

 　

ま
た
、
特
例
の
年
度
途
中

の
９
月
に
ふ
た
つ
の
営
農
組

合
に
対
し
て
、
補
正
予
算
を

組
ん
で
ま
で
交
付
し
た
補
助

金
４
０
０
万
円
の
効
果
及
び

指
導
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

③ 

専
業
農
家
へ
の
助
成
は
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。

　
　

 　

ま
た
、
そ
の
助
成
金
額
は

い
く
ら
な
の
か
。

　

④ 

小
規
模
農
家
は
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
こ
と
が
良
い
の

か
。

答
① 

圃
場
整
備
済
み
の
面
積
は

４
２
７
・
４
ha
で
、
整
備
率
は

82
％
で
あ
る
。

　
　

 　

本
年
度
、
土
地
改
良
費
の

償
還
は
、
長
柄
中
部
地
区
な

ど
10
地
区 

１
６
０
件
で
、
面

積
は
69
・
７ 

ha
、
償
還
額
は

元
利
合
わ
せ
て
７
０
７
万
円

余
で
、
利
率
は
3.4
％
か
ら

5.5
％
で
借
り
入
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

② 

営
農
組
合
の
補
助
は
、
町
農

業
団
体
振
興
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
及
び
そ
の
運
用
基
準

に
よ
り
行
な
っ
て
い
る
。

　
　

 　

こ
の
補
助
金
の
効
果
は
、

組
合
に
農
地
を
集
積
す
る
こ

と
に
よ
り
、
計
画
的
規
模
拡

大
と
安
全
・
安
心
な
食
の
提

供
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
、
今
後
の

実
績
を
見
て
い
き
た
い
。

　

③ 

利
子
補
給
の
制
度
は
あ
る

が
、
利
用
頻
度
は
高
く
な
い
。

　
　

 　

し
か
し
、
町
は
ふ
る
さ
と

産
品
育
成
の
た
め
の
大
豆
、

そ
ば
、
小
麦
を
栽
培
し
、
町

農
林
産
物
加
工
施
設
に
納
入

し
た
方
は
専
業
農
家
と
は
限

ら
ず
、
補
助
対
象
に
す
る
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

④ 

規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

作
業
の
受
委
託
、
農
地
の
貸

し
借
り
を
促
進
し
、
自
立
し

た
農
業
経
営
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
方
々
に
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
支
援
し
て
い
き
た

い
。

問
① 

日
吉
小
・
水
上
小
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
は
、
小
中
一
貫

校
も
考
え
て
地
域
住
民
へ
説

明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
こ
の
点
を
含
め

て
小
学
校
統
合
問
題
を
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

② 

水
上
地
区
で
の
小
学
校
統
合

説
明
会
は
、
参
加
者
が
多
く

な
る
よ
う
な
手
段
は
取
れ
な

か
っ
た
の
か
。

　

③ 
町
教
育
懇
談
会
で
も
話
が
出

た
が
、
日
吉
小
と
水
上
小
の

統
合
に
あ
た
り
、
校
名
や
校

歌
の
変
更
に
つ
い
て
は
大
切

な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、

変
更
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

　

④ 

学
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に

と
統
合
し
た
統
合
中
学
校
に

よ
っ
て
学
力
が
二
分
し
て
い

る
と
聞
い
た
。

　
　

 　

住
民
の
経
済
格
差
が
広
が

り
、
経
済
的
に
塾
に
も
通
え

な
い
生
徒
の
た
め
に
も
学
力

向
上
図
れ
る
よ
う
空
き
教
室

等
の
活
用
で
学
力
の
向
上
が

図
れ
る
体
制
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　

 　

町
内
で
効
果
的
な
学
力
向

上
の
施
策
の
実
施
を
要
望
し

た
い
が
如
何
か
。

　

⑤ 

結
婚
す
る
機
会
が
な
く
、
町

内
に
は
結
婚
適
齢
期
を
迎
え

て
も
結
婚
し
な
い
人
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町

長
は
現
状
と
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
な
い
。

答
① 

小
中
一
貫
校
を
予
測
し
た
学

校
統
合
の
検
討
は
、
現
段
階

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

 　

今
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
、
緊
急
の
課
題
へ
の
対
処

と
そ
の
解
決
で
あ
り
、
日
吉

と
水
上
の
統
合
を
成
し
遂
げ

大
野
　
和
男 

議
員

町
の
農
業
施
策
に
つ
い

て

人
口
対
策
を
含
め
た
教

育
関
連
に
つ
い
て

農
地
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
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る
こ
と
が
最
善
の
策
で
あ
る

と
考
え
進
め
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　

② 
事
前
に
「
広
報
な
が
ら
」
の

紙
面
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

そ
し
て
日
吉
水
上
両
校
の
す

べ
て
の
在
校
児
童
保
護
者
へ

の
通
知
、
当
該
地
域
の
０
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
就
学

前
の
こ
ど
も
を
持
つ
全
て
の

保
護
者
に
対
し
て
郵
送
通
知

な
ど
を
し
、
案
内
を
し
た
。

　
　

 　

数
の
多
い
少
な
い
は
様
々

捉
え
方
が
あ
る
と
思
う
が

が
、
こ
れ
ま
で
の
町
が
行
な

う
説
明
会
等
と
変
わ
り
な
く

行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

③ 

住
民
説
明
会
で
も
述
べ
た
と

お
り
、
こ
の
統
合
は
、
現
在

の
日
吉
小
学
校
に
水
上
小
学

校
を
編
入
統
合
す
る
も
の
で

あ
り
、
同
様
の
意
見
も
い
く

つ
か
頂
戴
し
た
が
、
今
、
改

め
る
と
い
う
考
え
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
。

　

④ 

議
員
の
言
っ
て
い
る
学
力
と

は
「
知
・
徳
・
体
」
の
「
知
」

の
部
分
で
あ
る
と
し
た
ら
全

国
的
に
見
て
も
決
し
て
恥
じ

入
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

 　

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
大
き

か
っ
た
と
思
う
。
理
由
と
し

て
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
が

い
る
こ
と
。
適
正
規
模
が
保

た
れ
て
い
る
こ
と
。
昭
栄
の

生
徒
、
長
柄
の
生
徒
で
は
な

く
、
長
柄
町
の
生
徒
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

 　

 　

な
か
に
は
学
力
が
二
分
し

て
い
る
と
い
う
教
科
も
あ

る
。
特
に
数
学
と
英
語
で
、

文
系
・
理
系
は
そ
ん
な
こ
と

か
ら
出
来
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
長
柄
中
で
も
、
そ
の

傾
向
は
あ
る
。

　
　

 　

塾
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

数
学
と
英
語
で
塾
に
行
っ
て

い
る
生
徒
の
方
が
若
干
優
位

な
点
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
ま

で
は
言
え
な
い
。

　

 　

 　

学
力
向
上
の
施
策
に
つ
い

て
、
今
現
在
は
特
定
の
生
徒

を
対
象
と
し
た
学
習
指
導
は

考
え
て
い
な
い
。

　

⑤ 

議
員
も
結
婚
相
談
所
の
所
長

と
し
て
関
わ
っ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
結
婚
相
談
事
業
も
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
に
大
変
苦

慮
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。

　
　

 　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
３
月
議
会
で
も
同

様
の
質
問
を
受
け
、
答
弁
し

て
あ
る
の
で
議
事
録
を
確
認

し
て
頂
き
た
い
。

問
① 

米
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
高
付

加
価
値
を
付
け
て
、
高
く
売

る
た
め
に
は
何
が
あ
る
の

か
、
そ
の
方
法
を
示
し
て
ほ

し
い
。

　

② 

ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
を
買

う
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
。

　

③ 

長
柄
の
農
民
を
豊
か
に
す
る

方
法
は
何
か
。

　

④ 

農
協
に
米
を
売
る
の
で
は
な

く
、
高
く
販
売
で
き
る
販
売

先
の
確
保
が
出
来
な
い
の

か
。

答
① 

安
全
・
安
心
・
新
鮮
で
お
い

し
い
農
産
物
の
生
産
に
よ
り

ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

的
確
な
把
握
と
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
、
現
在
推
進
中

の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
の
魅
力
を
県
内
外
の

都
市
住
民
等
に
紹
介
し
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確
保
や
Ｐ
Ｒ
を

展
開
し
、
販
売
促
進
を
図
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

② 

特
殊
な
機
械
の
購
入
は
、
本

町
の
圃
場
の
実
態
に
即
し
な

い
こ
と
か
ら
、
難
し
い
も
の

と
考
え
る
。

　

③ 

貴
重
な
農
業
資
源
を
持
つ
本

町
の
農
業
の
特
色
を
生
か

し
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、

安
全
・
安
心
・
新
鮮
で
お
い

し
い
農
産
物
生
産
の
認
知
度

を
高
め
、
農
産
物
直
売
所
の

活
用
に
よ
り
、
農
業
生
産
も

図
れ
る
と
思
う
。

　

④ 

恵
ま
れ
た
農
業
資
源
を
活
用

し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
し
、
認
知
度
向

上
と
Ｐ
Ｒ
の
展
開
に
よ
り

「
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
が
確
立

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
販
路
の
拡
大
が
図
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
有
害
動
物
の
駆
除
に
使
用
す
る

道
具
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め

に
も
、
講
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
何
ら
か
の
手
段
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
有
害
動
物
の
駆
除
に

対
し
て
、
そ
の
他
の
対
応
策
が

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
現
在
、
町
が
所
有
す
る
箱
わ
な

で
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
処
分

は
、
猟
友
会
に
お
願
い
し
て
い

る
。

　
　

今
後
は
、
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
免
許
取
得
や
処
分
方
法

等
、
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

渡
辺 

規
明
夫 

議
員

町
の
基
幹
産
業
（
農
業
）

の
対
策
に
つ
い
て

古
坂
　
勇
人 

議
員

有
害
動
物
の
駆
除
に
つ

い
て
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第 ２ 回　臨 時 会
　平成22年第2回臨時会が11月30日に開催されました。
　提出された議案は3件ですが、すべて原案のとおり可決されました。
　また、議員からの発議案により「議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正」を上程し、全
会一致で可決し、閉会しました。

条例の一部改正
職員の給与に関する条例等の一部改正

　国の人事院勧告に基づき、公務員の給与の格差を是正するため、県の人事委員会の勧告に準じて、条例を改正し
たものです。

長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正
　町長・副町長の期末手当について、引き下げを行なうため条例を改正したものです。

長柄町教育委員会教育長の給与及び旅費に関する条例の一部改正
　教育長の期末手当について、引き下げを行なうため条例を改正したものです。

発　議　案
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

全会一致で可決
　議員発議により、議員の期末手当について、引き下げを行なうため条例の一部を改正する旨の発議案が提出さ
れ、全会一致で可決しました。

あなたも議会を傍聴しませんか
（次回定例会は3月3日㈭に開催予定です。）

― お 気 軽 に  ―
【問い合せ先】総務課 議会班（議会事務局）☎３５－２４３８

11月臨時会の審議結果一覧表
議案番号 件　　　　名 審…議…結…果

議案第１号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 全会一致

議案第２号 長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致

議案第３号 長柄町教育委員会教育長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致

発議案第1号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
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　◆回収日時　3月 12 日㈯　
　　　　　　　午前９時から 11 時まで
　◆集積場所　長生農協日吉支所
　◆処理料金　１㎏当たり 10 円
次の注意事項をよくお読みになり分別をお願いします。

搬入上の注意事項
①塩ビ・ポリ等に、それぞれ区分してください。
②フッソ系、硬質フィルム、育苗箱、糸入塩化ビニル、塩
ビ管等については受付けできません。
③針金・ホッチキス針等の金属類、木片、ハウスバンド、
破れ補修テープ、ハトメ等は完全除去を心がけてくださ

い。（付着した土砂は、ふるい落としてください。）
④極力水分は付着させないでください。
⑤肥料袋は 1枚ずつ重ね 2つ折りにし縛ってください。
⑥ビニル等は 15㎏程度を横 80㎝・縦 40㎝・高さ 20㎝
のつづら折りにして縛ってください。（ハウスから取り外
した被覆素材と同種類のものをひもにする。）
⑦塩化ビニルには必ず農家番号を記載してきてください。
（マジックで塩化ビニルに直接記載する。）
⑧劣化の著しいものは受付できない場合もあります。（相
談ください。）
※プラスチック類を購入したら商品名と材質を控えておき
ましょう。

平成22年度農業用廃プラスチック回収のお知らせ

対　象　品　目 規　格（重さ15㎏程度まで） 結　　束

●塩化ビニルフィルム つづら折り ハウスから取り外した被覆資材と同種
類のものを紐にする

●ポリエチレンフィルム
●農酢ビ
●農PO（軟質系）
［スーパーソーラー］

同左又は杭を利用したグルグル巻き 同左又はマイカー線

●肥料袋
●倍土袋

1梱包おおむね 10㎏程度で二つ折り・
二か所縛りで荷崩れしないようにする。

地上デジタル放送視聴に伴う
低所得世帯支援の拡大について

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送に移行することができない世帯に対して支援を行っていますが、そ
の対象を、「ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯」に加えて、「市町村民税非課税世帯」に拡大します。

⑴新たな支援の対象は？
まだ地上デジタル放送に対応できていない世帯で、「世帯全員が市町村民税非課税世帯」が対象です。
なお、支援を受けるにはＮＨＫとの放送受信契約が必要ですが、まだ契約がお済みでない場合は、支援申込みしたのち
速やかに契約してください。

⑵受けられる支援の内容は？
簡易なチューナー（1台）を無償で給付（配送）します。また、チューナーの設置方法や操作方法を電話でサポートし
ます。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行いません。）

⑶申込方法は？
申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付してください。
申込書は、インターネット・電話等で総務省　地デジチューナー支援実施センターからお取り寄せください。身近な
公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。
申込みに当たっては、「世帯全員が記載された住民票の写し」と「世帯全員分の市町村民税非課税証明書」が必要です。

⑷お問い合せ先
○支援制度について：総務省　地デジチューナー支援実施センター　☎ 0570-023724
○ＮＨＫの放送受信契約について：ＮＨＫ　ふれあいセンター　☎ 0570-077077
　（※ＮＨＫ放送受信料全額免除の世帯には、専用の支援があります。
　詳しくは、総務省　地デジチューナー支援実施センター（☎ 0570-033840）にお問い合せください。

©日本民間放送連盟…2009

問い合わせ先　事業課 産業振興班　☎35-4447
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119番
緊急時
ファックス

119番
緊急時
ファックス

　FAX番号は「119番」です、通報用紙は、あらかじめ、住所、氏名、ファッ
クス番号、目標物などを記入しておき、必要に応じ≪火災≫か≪救急≫≪だれ
が≫≪どうしたか≫等の項目に○印をつけるだけで、送信できるようになって
いますので、緊急時の通報に際し、ご利用<ださい。FAX通報用紙については
長生郡市消防本部のホームページ又は最寄の消防署で入手できます。

長生郡市広域市町村圏組合消防本部では、
耳や言葉の不自由な方が利用できる
『119 番　緊急時ファックス』の運用が可能です

問い合わせ先　長生郡市消防本部 警防課直通　☎20-0119　通信指令課　☎24-0119

　長生郡市温水センターは、圏域住民の健康増進とふれあいの場として多くの人々に
親しまれておりましたが、３月19日㈯をもって営業を終了し、夏頃、新たな施設とし
て生まれ変わります。
　今後の利用形態については、決定次第お知らせします。
　長い間、ご愛用いただきありがとうございました。
　なお、３月18日㈮、19日㈯の２日間は、今までの感謝の気持ちを込めまして、浴場
及びプール施設を無料開放します。

休館日 ２月 21日㈪・28日㈪
３月 ７日㈪・14日㈪・20日㈰〜

問い合わせ先　長生郡市温水センター　☎20-1126　長生郡市広域市町村圏組合総務課　☎23-0107

長生郡市温水センターからのお知らせ

　役場協議会室において１月16日に、長柄町で初めてとなる男女共同参画セミナーが開催されました。
　当日は町内をはじめ町外遠方から、若い方やお年寄りまで幅広い年齢層の参加者が、「立教大学社会学部教授：
萩原なつ子先生」の講演を楽しみました。
　参加者からは、
　「勉強になりました。励まされ勇気をいただいた。」
　「とても楽しく自分のためになった。」
　「自分が出来ることから、一歩を踏み出そうと思う。」
　「またこのような機会をつくって欲しい。」

　　などの声をいただき、
　　好評なセミナーとなりました。

男女共同参画セミナー開催される！
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「
映
画
『
精
神
』
を
み
よ
う
～
精

神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
考

え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
つ
い
て

　　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
精

神
』
上
映
後
、
精
神
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
や
そ
の
方
の
ご
家
族
、

医
療
機
関
や
相
談
支
援
機
関
を
交

え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
精
神
障
が
い
者
の
方
々

が
地
域
で
共
に
生
活
す
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

平
成
23
年
３
月
19
日
（
土
）

　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

（
事
前
申
し
込
み
制
）

会
場

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

３
階
音
楽
ホ
ー
ル

主
催

千
葉
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
茂
原

市
・
長
生
精
神
障
が
い
者
の
地
域

生
活
を
支
え
る
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
生
精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活

を
支
え
る
会　

事
務
局　

ブ
リ
オ

�
４
４
ー
７
７
９
７

教
育
講
演
会
開
催
に
つ
い
て

講
師

深
谷　

和
子
（
ふ
か
や　

か
ず
こ
）

N
agara T

ow
n Inform

ation・
N

agara T
ow

n Inform
ation・

N
agara T

ow
n Inform

ation・
N

agara T
ow

n Inform
ation・

N
agara T

ow
n Inform

ation

お
　
し
　
ら
　
せ

東
京
成
徳
大
学
特
任
教
授
・
東
京

学
芸
大
学
名
誉
教
授

演
題

「
こ
こ
ろ
の
強
い
子
」
に
育
て
る　

〜
こ
こ
ろ
の
強
さ
は
人
の
生
涯
の

自
己
資
産
〜

日
時　

平
成
23
年
３
月
５
日
（
土
）

時
間

開
場
13
時
、

開
演
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

槇
の
木
学
園
体
育
館

長
生
郡
睦
沢
町
上
市
場
６
９
３

そ
の
他

入
場
料
無
料
（
保
育
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、お
電
話
で
２
月
25
日（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

連
絡
先

社
会
福
祉
法
人
九
十
九
会

つ
く
も
幼
児
教
室

�
４
４
ー
１
２
１
４

『
第
19
回
僕
ら
は
み
ん
な
生
き
活

き
展
』
の
開
催
に
つ
い
て

目
的　

長
生
郡
市
・
夷
隅
郡
市
の

福
祉
施
設
が
一
堂
に
会
し
、
展

示
即
売
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
人
々
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
人
達
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期
間　

平
成
23
年
２
月
24
日(

木)

〜
27
日(

日)

時
間　

10
時
〜
20
時

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
ア
ス
モ

主
催　

長
生
夷
隅
地
区
福
祉
施
設

連
絡
協
議
会

連
絡
先

社
会
福
祉
法
人
九
十
九
会

と
き
わ
ぎ
工
舎
（
船
崎
）

長
生
郡
睦
沢
町
長
楽
寺
４
９
６

�
４
４
ー
２
２
９
９

�
４
４
ー
２
６
２
２

平
成
23
・
24
年
度
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

受
付
期
間

平
成
23
年
２
月
24
日
（
木
）
〜
３

月
９
日
（
水
）（
土
・
日
を
除
く
。）

　

た
だ
し
、
茂
原
市
及
び
長
生
郡

内
に
本
社
、
営
業
所
等
を
有
す
る

者
は
３
月
３
日
（
木
）
ま
で
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時
30

分　

午
後
１
時
〜
４
時

申
請
書
の
提
出
先

千
葉
県
茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１
番
地

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　

事
務
局
総
務
課　

工
事
管
理
室

申
請
方
法　

持
参
に
よ
る
。

申
請
書
の
宛
名

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

管
理
者　

田
中
豊
彦

有
効
期
間　

平
成
23
年
６
月
１
日

〜
平
成
25
年
５
月
31
日

申
請
様
式　

全
国
統
一
様
式
又
は

長
生
郡
市
各
市
町
村
様
式
に
準
じ
、

指
定
色
の
Ａ
４
判
縦
フ
ァ
イ
ル
に

綴
る
。

　

フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
・
背
表
紙
に

「
平
成
23
・
24
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」「
会
社
名
」
を
記
入

す
る
こ
と
。

　

青
…�

建
設
工
事

　

緑
…�

建
設
資
材

　

黄
…�

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等

　

桃
…�

物
品
・
委
託
等

そ
の
他　

入
札
参
加
資
格
審
査
手

続
要
項
は
長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�http://w
w

w
3.ocn.ne.jp/~chosei/

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課　

工
事
管
理
室

�
２
３
ー
０
１
０
７

千
葉
司
法
書
士
会
で
相
続
に
関
す

る
無
料
相
談
を
実
施

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み

で
す
か
月
間
」
で
す

　

千
葉
司
法
書
士
会
（
会
長　

大

川　

善
光
）
で
は
、
２
月
の
１
か

月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
と
定
め
、
次
の
と
お

り
、
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、

遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

場
所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
料　

無
料

相
談
例　

登
記
名
義
人
が
先
々
代

の
ま
ま
で
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
に
全
財
産
を
相
続

さ
せ
た
い
の
で
す
が
…
。

　

相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人

が
い
て
、
遺
産
分
割
協
議
が
で
き

ま
せ
ん
。

本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

千
葉
司
法
書
士
会　

事
務
局

�
０
４
３
ー
２
４
６
ー
２
６
６
６

〒
２
６
１
ー

０
０
０
１

千
葉
市
美
浜
区
幸
町
2
ー
2
ー
1

�http://chiba.shihoshoshikai.or.jp/

　
消
費
者
、
米
・
米
加
工
品
を
取
扱

う
業
者
及
び
飲
食
店
の
皆
様
へ

　
「
米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情

報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達

に
関
す
る
法
律
」（
米
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
法
）
が
、
平
成
22
年
10

月
か
ら
取
引
等
の
記
録
・
保
存
部

分
が
施
行
さ
れ
、
平
成
23
年
７
月

１
日
か
ら
産
地
情
報
の
伝
達
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。
飲
食
店
の
メ

ニ
ュ
ー
や
商
品
包
装
等
に
も
産
地

情
報
が
表
示
等
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

関
東
農
政
局
千
葉
農
政
事
務
所
米

穀
流
通
監
視
チ
ー
ム

�
０
４
３
ー
２
２
４
ー
５
６
１
５
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平
成
22
年
中
の
茂
原
警
察
署
管
内
に
お

け
る
犯
罪
の
認
知
件
数
は
、
２
，
３
７
７

件
で
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
21
年
に
比
べ

て
２
０
３
件(

＋
9.3
％)

の
増
加
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

無
締
ま
り
や
ワ
ン
ロ
ッ
ク
の
家
を
狙
う

空
き
巣
ね
ら
い
や
忍
び
込
み
、
無
施
錠
の

車
の
盗
難
・
車
上
狙
い
な
ど
『
チ
ョ
ッ
ト

気
を
つ
け
れ
ば
…
』
防
止
で
き
そ
う
な
事

件
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
本
年
も
署
員
一
丸
と
な
っ

て
、
犯
罪
の
未
然
防
止
と
検
挙
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
も

地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と

言
う
意
識
の
も
と
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
の
自
主
防
犯
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
犯
人
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
・
方
法
で

あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
︒

犯
人
に
騙
さ
れ
な
い
＂
抵
抗
力
＂
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

こ
ん
な
電
話
は
詐
欺
で
す
!!

○…
息
子
や
孫
か
ら
、
〝
携
帯
電
話
を「
壊
し

た
」「
な
く
し
た
」と
言
っ
て
番
号
を
変

え
た
〞
と
い
う
電
話
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
？

○…

「
金
を
使
い
込
ん
だ
…
」
「
連
帯
保
証

人
が
逃
げ
た
…
」
「
示
談
金
が
必
要

…
」
な
ど
の
急
な
お
金
の
要
求
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

本
当
に
家
族
か
ら
の
電
話
で
す
か
？
﹁
オ

レ
は
ダ
レ
？
﹂
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

以
下
の
内
容
に
も
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
︒

＊
見
知
ら
ぬ
請
求
、
無
視
し
て
払
わ
ず
、

ま
ず
相
談
。
【
架
空
請
求
詐
欺
】

＊
保
証
金
を
振
り
込
む
融
資
は
、
あ
り
得

な
い
。
【
融
資
保
証
金
詐
欺
】

＊
医
療
費
等
の
還
付
金
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

は
、
戻
ら
な
い
。
【
還
付
金
等
詐
欺
】

千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー　

☎
０
４
３—

２
２
７—

９
１
１
０

（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル…

＃
９
１
１
０)

茂
原
警
察
署
生
活
安
全
課
、
交
番
、
駐
在

所　

☎
０
４
７
５—

２
２—

０
１
１
０
㈹

情
報
又
は
不
審
メ
ー
ル
の
転
送
は
こ
ち
ら

へ……furikom
esag

i@
police.pref.

chiba.jp

（
受
信
専
用
）

　

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
急
速
な

発
展
に
よ
り
、
今
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
、
悪
意
を

持
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
サ
ー
バ
ー
に
対

す
る
攻
撃
、
個
人
情
報
の
流
失
な
ど
、

様
々
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
す

る
知
識
を
広
げ
て
、
こ
れ
ら
の
危
険
へ
の

対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

おいしく作って食べて健康おいしく作って食べて健康
食生活改善推進員コーナー

問い合わせ先　住民課 健康福祉班　☎35-2414

～ヘルシー♪ 米粉シチュー～

食生活改善推進員
(山根地区 )
山根　みつ子

〈作り方〉
①ブロッコリーは小房に分け、茹でておく。
②�鶏もも肉、たまねぎ、人参、じゃがいもは食べやすい大
きさに切っておく。
③�鍋にサラダ油を熱し②を炒め、水とコンソメを加えてや
わらかくなるまで煮る。
④�野菜に火がとおったら、Ａをよく混ぜながら鍋に加え、
ほどよいとろみがつくまでゆっくりかき混ぜ、最後にブ
ロッコリー、ホールコーンを加えて出来上がり。

シチューはカロリーが高
めになりがちですが、米
粉でとろみをつけるの
で、カロリーが低めです。

鶏もも肉（皮なし）… 160g

ブロッコリー………… 80g

玉ねぎ…………………… 1個

人参……………………… 40g

じゃがいも…………… 2個

ホールコーン………… 40g

★材料４人分★
サラダ油………… 小さじ2

　　米粉……………… 25g
 A
　牛乳……………… 400cc

コンソメ……………… 2個

塩／コショウ………… 少々

水…………………… 2カップ

犯
罪
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

＜1人分の栄養価　エネルギー225Kcal、たんぱく質14.4g、脂質8.5g、食塩1.0g＞

＊ポイント＊
米粉は簡単に溶けるので、牛
乳とまぜてそのままお鍋に入
れればＯＫ。ホワイトソース
を作る必要がなく、後から追
加してとろみの調整もできる
ので、失敗もありません。
また、米粉は、料理の素材の
味を邪魔せず自然な味を活か
してくれます。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

〜 

そ
の
電
話
！
振
り
込
め

詐
欺
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か 

〜

毎
年
２
月
は

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

月
間
」
で
す
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町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税及び介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付は、口座振替が便利です。
この制度を利用すると、左記の金融機関の預貯金口座から振替によって

納税することができますので、手数が少なくて済み、大変便利です。
新たに口座振替を希望される場合は、預貯金先金融機関または役場総務

課 税務班に「口座振替依頼書」を提出してください。
「口座振替依頼書」は、役場総務課 税務班、長生農協の町内各支所、町
内のゆうちょ銀行（郵便局）に備え付けてあります。長柄町ホームページ
からもダウンロードできます。（ダウンロード様式での申込みは、ホーム
ページ内の注意事項をご覧ください。）
納税義務者ごとに申し込みが必要になりますのでご注意ください。

利用できる金融機関

・長生農協
・千葉銀行
・千葉興業銀行
・京葉銀行
・みずほ銀行
・りそな銀行
・房総信用組合
・市原市農協
・ゆうちょ銀行

納税納税 には

を

安心便利な

口 座
振 替

納税

　花粉症の原因で1番多いスギの花粉は2月から飛散が始まるとされています。スギやヒノキの花粉の飛散量
は、前年の7～8月の気温が高く日照時間が長いほど増えると言われています。昨年の夏は、記録的な猛暑が
続いたので、今年の花粉の飛散量は全国的に昨年の5倍とも予想されています。そのため、今まで花粉症にな
らなかった方もくしゃみや鼻水・目のかゆみといった症状が出てくると言われています。しっかりとした対
策が大切となりますので、具体的な花粉症の対策についてご紹介します。

①花粉を体内に取り込まないようにしましょう
　花粉症は花粉が目・鼻・口などから体内に入ることによって起こります。その
ため、マスクやメガネ・帽子などで花粉が体につかないようにすることが大切で
す。また、服についてしまった花粉は家の中に入る前に落とし、手洗い・洗顔・
うがいをして体に付いた花粉を洗い流すことも重要です。

②体調管理に注意しましょう
　花粉症はアレルギー症状ですので、体が弱まると免疫機能が低くなり、症状が出やすくなります。そのた
め、規則正しい生活を送り、体調を整えることが大切です。

③症状の悪化を予防しましょう
　花粉症の悪化を予防するためには、鼻の粘膜を刺激しないことが大切となりま
す。そのためには、タバコやアルコールといった刺激物を避けることが重要です。
また、花粉を体につけないために、昼間の外出を控える、洗濯物を外に干さないこ
とも効果的です。症状がつらい時は、無理をしないで病院を受診しましょう。

• 固定資産税 第 4 期　• 国民健康保険税 第 8 期
• 後期高齢者医療保険料 第 8 期
納付期限は、2月28日㈪です。納め忘れのないようご注意ください。
※口座振替申し込みの方は、納付期限の前日までに口座の残高確認をお願いします。

住民課保険住民班　若宮　ちとせ

花粉症に注意しましょう

問い合わせ先　住民課 保険住民班　☎35-2113

今月の納税の
お知らせ
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『
気
づ
く
心
』

名　　　称 電話番号

総務課
総務企画班（選挙管理委員会） 35︲2111
財政管財班 35︲2110
税務班 35︲2112
議会班（議会事務局） 35︲2438

住民課
保険住民班 35︲2113
地域包括支援センター 30︲6000
健康福祉班 35︲2414
ながらこども園 35︲3102

名　　　称 電話番号

事業課 産業振興班（農業委員会） 35︲4447
地域整備班 35︲2114

教育課
学校教育班 35︲2437
学校給食センター 35︲2003
生涯学習班 ･公民館 35︲3242

福祉センター 30︲7200
都市農村交流センター 35︲0055

役 場 ・
そ の 他
公共施設
電話案内

町 　 公 　 民 　 館	 2月21日㈪、28日㈪、3月7日㈪、14日㈪、22日㈫
町 福 祉 セ ン タ ー	 2月21日㈪、28日㈪、3月7日㈪、14日㈪、21日㈪
都市農村交流センター	 2月24日㈭、3月3日㈭、10日㈭、17日㈭

各公共施設の休館日

福
田
寿
満
子

初は
つ
ば
し
ょ

場
所
や
廻ま

わ

し
ば
っ
ち
り
男お

と
こ
ま
え前

去こ
ぞ
こ
と
し

年
今
年
光こ

う
い
ん陰
の
ご
と明あ

け
に
け
り

遠と
お

い
日ひ

や
焚た

き
び火
に
う
つ
る
母は

は

想お
も

う

み
ち
の
く
や
灯ひ

の
と
も
り
お
り初は

つ
さ
ん
が

山
河

　

前
田
　
や
え

初は
つ
ば
し
ょ

場
所
に
希き

ぼ
う望

大お
お

き
く
母は

は

と
子こ

と

寒か
ん
ぎ
く菊
に
南な

ん
て
ん天
の
紅あ

か

添そ

え
て
活い

け

花は
な

が
さ
く
よ
も
や
ま
話ば

な
し

の焚た
き
び火
か
な

野の
ら
ね
こ

良
猫
の
群む

ら

が
り
食し

ょ
く

す
冬ふ

ゆ

の
朝あ

さ

角
田
　
揚
子

初は
つ
ば
し
ょ

場
所
や
行ぎ

ょ
う
じ司
の
声こ

え

に
弾は

ず

み
あ
り

元が
ん
た
ん旦

や
余よ

せ
い
だ
い
じ

生
大
事
と
目め

ざ覚
め
お
り

取と

り
返か

え

し
つ
か
ぬ
ひ
と
言こ

と

大お
お
た
き
び

焚
火

美う
つ
くし

き
夢ゆ

め

ば
か
り
み
て風か

ぜ邪
ご
こ
ち

　
大
野
　
史
恵

初は
つ
ば
し
ょ

場
所
の
川か

わ
か
ぜ風
渡わ

た

る
触ふ

れ
太だ

い
こ鼓

初は
つ
み
そ
ら

御
空
鎮ち

ん
じ
ゅ守
の
森も

り

の
大お

お
と
り
い

鳥
居

渡
辺
み
の
る

観み

る
も
華は

な

見み

ら
る
る
もは

な
初は

つ
ず
も
う

相
撲

お
と
く
い
の
姫ひ

め

の
詠よ

み
札ふ

だ
か
る
た
取と

り

わ
だ
か
ま
り
あ
と
か
た
も
無な

し大お
お
た
き
び

焚
火

二に
か
い階

よ
り
視し

や
さ
ん
ぽ
う

野
三
方
に
初は

つ
げ
し
き

景
色

山
﨑
　
清
風

初は
つ
ず
も
う

相
撲
闘と

う
し志
ふ
く
ら
む
力ち

か
ら
み
ず水

す
こ
や
か
に
生い

き
抜ぬ

き
古こ

き稀
の

雑ぞ
う
に煮
祝ほ

ぐ

枯か
れ
え
だ枝

を
掴つ

か

み
焚た

き
び火

の
輪わ

に
入い

り
ぬ

縁え
ん
だ
い台
に
大だ

い
こ
ん根
を
干ほ

す
禅ぜ

ん

の
寺て

ら

　
…

髙
橋
美
代
子

国こ
く
ぎ
か
ん

技
館
の
ぼ
り
は
た
め
き
初は

つ
ず
も
う

相
撲

大お
お
ぞ
ら空
に
飲の

み
こ
ま
れ
る
か
木こ

も
り
が
き

守
柿

な
つ
か
し
い
友
の
年ね

ん
が賀

にう
さ
ぎ
跳は

ね

焚た
き
び
あ
と

火
跡
中な

か

に
こ
げ
た
る
芋い

も

一
つ

一
月
の
句
会
か
ら

　『
花
も
き
れ
い
！

　
　
　
　
月
も
き
れ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
星
も
き
れ
い
！

そ
れ
に
気
づ
く
あ
な
た
の

　
　
　
　
　
　
　
心
が
き
れ
い
！
』

先
生
！
こ
こ
に
サ
イ
ン
し
て
！

と
毎
年
卒
業
生
が
サ
イ
ン
帳
を
差
し
出
し

て
来
た
も
の
で
し
た
。
自
分
の
一
生
の
宝

物
に
す
る
の
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
中
に

も
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
サ
イ
ン
帳
に
中
学
校
時
代
の
校
長

先
生
が
「
男
は
女
で
は
な
い
」
と
書
い
て

く
れ
ま
し
た
。
女
子
生
徒
に
は
「
女
は
男

で
は
な
い
」
と
書
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
い
つ
も
『
花
も
き
れ
い
〜
』
で
始

ま
る
詩
を
書
き
ま
し
た
。

私
自
身
、『
日
々
そ
う
あ
り
た
い
』
と

願
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
懇
親
会
の
席
上
で
「
俺
さ
！
昨き

の
う日

こ
ん
な
話
に
感
動
し
た
ん
だ
！
」
と
講
演

会
の
レ
ジ
メ
を
コ
ピ
ー
し
て
配
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

そ
の
中
に
『
良
い
と
想
う
こ
と
は
、
と

に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
』（
挑
戦
）
と
い

う
文
章
が
目
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。

聴ち
ょ
う
し
ゅ
う
衆
は
四
百
人
位
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
素
晴
ら
し
い
話
だ
っ
た
と
思
っ

た
人
は
一
割
だ
と
私
は
予
想
し
ま
し
た
。

後あ
と

は
早
く
終
わ
り
に
し
て
く
れ
よ
！
と

心
の
中
で
呟つ

ぶ
や

い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？
。

如い
か
が何
で
し
ょ
う
か
。

人
を
馬
鹿
に
す
る
な
！
と
い
う
投
書
か
、

お
電
話
を
頂
け
た
ら
感
激
で
す
。

さ
て
、
更
に
他
人
に
も
伝
え
た
い
と

思
っ
た
人
は
、
ま
た
そ
の
一
割
か
。
そ
し

て
そ
し
て
、
コ
ピ
ー
ま
で
し
て
伝
え
た
人

は
四
百
分
の
一
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
そ
の
方
の
日
常
生
活
の
一
部
を

拝
見
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
例
で
す
が
、
あ
る
夏
の
朝
、
四
時
頃

目
が
覚
め
て
し
ま
い
、
起
床
し
て
庭
に
出

た
と
こ
ろ
、
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
て
来

ま
し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
い
、
橋
に
出
て

見
る
と
道
路
に
沿
っ
て
植
え
て
あ
る
草
花

に
水
を
掛
け
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

す
ぐ
飛
ん
で
行
っ
て
手
伝
え
ば
良
か
っ
た

と
後
で
思
い
ま
し
た
が
、
感
動
が
先
で
そ

れ
以
上
の
行
動
に
移
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
記
憶
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
昨
年
の

夏
は
猛
暑
で
、
一
日
で
も
水
を
か
け
な
け

れ
ば
草
花
は
枯
れ
て
し
ま
う
程
で
し
た
。

言
う
は
易や

す

し
、
行
う
は
難か

た

し
と
い
う
諺

通
り
、
言
う
こ
と
は
人
並
み
以
上
に
言
う

け
れ
ど
も
、
実
行
が
伴
わ
な
い
方
も
世
の

中
に
は
沢
山
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
方
は
私
の
知
る
限
り
で

は
有
言
実
行
の
方
で
す
。

だ
か
ら
、『
良
い
と
想
う
こ
と
は
、
と

に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
講
演
を

聴
い
て
感
動
し
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
他

人
に
伝
え
る
勇
気
も
湧わ

い
た
ん
で
す
。

同
じ
言
葉
を
掛
け
て
も
響
く
人
と
響
か

な
い
人
が
い
ま
す
。

響
く
人
は
気
づ
か
な
い
所
で
他
人
を
助

け
た
り
、
気
づ
く
心
を
磨
い
て
い
ま
す
。

＃43

こ
と
わ
ざ
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月 / 日
茂 原 地 区

内　科　系 外　科　系

2/20 聖 光 会 病 院 （ 3 5 ）5 1 5 1 鎗田整形外科医院 （ 2 4 ）8 6 8 6

2/27 宮 本 内 科 医 院 （ 2 2 ）3 7 7 0 公 立 長 生 病 院 （ 3 4 ）2 1 2 1

3/6 ポ プ ラ クリ ニック （23）3111 宍 倉 病 院 （ 2 4 ）2 1 7 1

3/13 渡 辺 医 院 （ 2 7 ）7 7 3 3 本納整形外科・内科 （ 3 4 ）5 0 9 1

3/20 鵜沢外科内科クリニック （ 3 4 ）2 4 9 6 三 枝 医 院 （ 2 5 ）2 2 0 3

3/21 山 之 内 病 院 （ 2 5 ）1 1 3 1 菅 原 病 院 （ 2 5 ）1 1 7 1

夜間、お子さんの具合が急
に悪くなったときに、看護師
や小児科医が電話でお子さん
の症状を伺い、すぐに医療機
関で受診した方が良いか、家
で様子をみても大丈夫かなど
をアドバイスします。

相談時間
毎日夜間
　　　19：00〜22：00まで

電話番号
♯8000

（プッシュ回線・携帯電話）
☎043-242-9939
（ダイヤル回線・♯8000をご
利用いただけない場合）

こ ど も 急 病
電 話 相 談

日曜・休日当番医案内
　日曜・休日当番医は、変更となる場合があります。
　消防本部通信指令課（☎24-0119）へお問い合わせください。

診療時間は午前9時~午後5時までです。

長生郡市夜間急病診療所案内
●診療科目:内科・小児科　診療時間：20：00〜23：00まで
　茂原市八千代1-5-4（消防署裏）☎24-1010
●夜間急病診療テレフォン案内　19：00～翌6：00　☎24-1011

各 種 相 談 日 程
【　町　】
心配ごと相談 2/21㈪、3/1㈫、3/10㈭ 10：00〜15：00 福祉センター ☎35︲0260
人権相談 2/21㈪、3/10㈭ 10：00〜15：00 福祉センター ☎35︲0260

●いじめ　●扶養相続等の家庭問題　●いやがらせ等の悩みごとに関する相談です。
行政相談 3/10㈭ 10：00〜15：00 福祉センター ☎35︲0260
交通事故相談 3/1㈫ 10：00〜15：00 福祉センター ☎35︲0260
※心配ごと相談・人権相談・行政相談については、相談日に限り電話でのご相談も受付しています。

子どもの虐待などの相談
児童福祉法が改正されて相談先が広がりました。
児童相談所や福祉事務所に加え、身近な市町村の窓口が子どもに関
するあらゆる相談や虐待の疑いなどの連絡もお受けいたします。

健康福祉班 ☎35⊖2414

【長生健康福祉センター　:　茂原市茂原1102-1　長生合同庁舎内】※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。　

女性のための健康相談 臨床心理士　毎月1回、内科医師　年4回、産婦人科医師　年4回 地域保健福祉課 ☎22︲5914（予約制）13：00〜15：00

未熟児等健康相談 奇数月第1木曜日（原則） （予約制）13：00〜14：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
療育相談 年4回（5月、8月、11月、平成23年2月の第2金曜日） 地域保健福祉課 ☎22︲5167（予約制）13：00〜14：00

こころの健康相談 第 1・2月曜日（精神保健福祉相談）（予約制）14：00〜15：30 地域保健福祉課 ☎22︲5167第 3火曜日（老人精神保健福祉相談）（予約制）14：00〜15：00

こどもの発達相談 2/25㈮ （予約制）13：00〜17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
不妊相談 毎月　第2木曜日 （予約制）13：00〜15：00 地域保健福祉課 ☎22︲5914
DV相談 来所相談：火曜日（予約制）

9：00〜17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5565電話相談：月曜日〜金曜日

エイズ相談
HIV等抗体検査

第1・3火曜日 13：00〜14：00 健康生活支援課 ☎22︲5167（エイズ検査のみ即日判定可能）
偶数月第3火曜日 17：30〜19：00

肝炎ウイルス検査 毎月　第1・3火曜日 13：00〜14：00 健康生活支援課 ☎22︲5167
骨髄バンクドナー登録受付 毎月　第1火曜日 （予約制）10：00 健康生活支援課 ☎22︲5167
腸内細菌検査 第1〜4火曜日 9：00〜11：00 検査課 ☎22︲5167
性感染症検査 毎月　第1火曜日 13：00〜14：00 健康生活支援課 ☎22︲5167
家庭児童相談 月曜日〜金曜日 9：00〜17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
母子自立支援 月曜日〜金曜日 9：00〜17：00 地域保健福祉課 ☎22︲5167
※該当日が祝日・振替休日の場合は実施しません。※詳細については電話でお問い合わせください。（☎0475︲22︲5167︶


